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一
九
八
三
年
、
赤
坂
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
本
館
と
東
館

か
ら
構
成
さ
れ
る
高
層
タ
ワ
ー
ビ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。
一
九
九
二
年
に
は
新
館
も
新
た
に
加
わ
り
、
赤
坂

の
顔
と
な
っ
て
い
た
。
本
館
と
東
館
二
つ
の
ビ
ル
は
、

ど
ち
ら
も
地
上
一
八
階
、
地
下
四
階
の
構
成
で
、
最
高

高
さ
約
六
六
㍍
を
誇
る
。
上
層
階
は
主
に
オ
フ
ィ
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
、
低
層
階
に
は
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
ビ
ル
を
運
営
す
る
森
ト
ラ
ス
ト
㈱
は
、

東
京
汐
留
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
不
動
産
の

賃
貸
・
管
理
及
び
都
市
開
発
を
事
業
内
容
と
し
て
い
る
。

　

二
○
一
四
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
本
館
と
東
館
の
解

体
工
事
は
、
す
で
に
本
館
は
一
一
階
ま
で
、
東
館
は
七

階
ま
で
の
解
体
が
完
了
（
二
〇
一
五
年
二
月
現
在
）
し
、

現
在
も
順
調
に
解
体
工
事
は
進
ん
で
い
る
。
今
か
ら
わ

ず
か
三
〇
年
前
に
建
設
さ
れ
た
高
層
ビ
ル
の
解
体
工
事

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
時
、
特
に
、
こ
の
現
場
で
実
践

さ
れ
て
い
る
最
先
端
の
解
体
技
術
か
ら
は
、
か
つ
て
黒

川
紀
章
ら
当
時
の
日
本
の
若
手
建
築
家
た
ち
が
提
唱
し

た
「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
一
九
六
〇
」
と
は
違
っ
た
、
ま
さ

に
東
京
と
い
う
都
市
に
お
け
る
新
陳
代
謝
、
す
な
わ
ち

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
よ
る
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
の

実
践
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

解
体
工
事
を
担
当
す
る
大
成
建
設
㈱
が
駆
使
す
る
の

は
、
高
層
ビ
ル
向
け
の
解
体
技
術
の
改
良
・
応
用
を
進

都
市
の
新
陳
代
謝

高
層
ビ
ル
の
解
体
技
術

赤坂ツインインタワー東館解体現場の様子。既存屋上の床のジャッキダウンが行われている。連日多くの見学者が訪れるという。
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め
て
い
る
、「
テ
コ
レ
ッ
プ・
シ
ス
テ
ム
」
だ
。
こ
の
技
術

は
、
か
つ
て
「
赤
プ
リ
」
と
呼
ば
れ
一
時
代
を
築
い
た

「
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
新
館
」（
旧
赤
坂
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
丹
下
健
三
設
計
）
の
解
体
工
事
で
実
践

さ
れ
た
。
こ
の
解
体
工
事
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
の
が

森
山
所
長
だ
っ
た
。
今
回
採
用
さ
れ
た
新
た
な
工
法
は

次
世
代
の
「
テ
コ
レ
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
」
を
見
据
え
た
技

術
で
、「
昇
降
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
」
と
「
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
養
生
足
場
」
と
呼
ば
れ
、
東
館
の
解
体
工
事

に
導
入
さ
れ
て
い
る
。「
昇
降
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
」
と
は
、
既
存
建
物
中
央
部
の
鉄
骨
柱
四
本
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
屋
上
の
床
を
利
用
す
る
。

屋
上
の
床
に
は
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

一
フ
ロ
ア
解
体
す
る
ご
と
に
、
下
の
階
へ
自
動
的
に
降

下
し
て
い
く
仕
組
み
だ
。
降
下
す
る
際
は
、
既
存
柱
の

上
に
乗
せ
ら
れ
た
反
力
梁
か
ら
伸
び
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
Ｖ

Ｓ
Ｌ
ジ
ャ
ッ
キ
で
た
ぐ
る
よ
う
に
し
て
屋
上
の
床
を
降

下
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
屋
上
の
床
を
挟
む
よ
う
に
設
置

さ
れ
た
載
荷
梁
と
カ
ン
ヌ
キ
梁
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
に

残
さ
れ
た
既
存
梁
に
固
定
さ
れ
る
。
こ
の
操
作
は
一
㍉

単
位
で
管
理
さ
れ
、
一
本
の
既
存
鉄
骨
柱
に
か
か
る
軸

力
は
約
五
〇
㌧
、
そ
れ
を
一
〇
本
の
ス
ト
ラ
ン
ド
ワ
イ

ヤ
ー
に
よ
っ
て
吊
り
下
げ
る
。
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
が
載
せ
ら

れ
た
屋
上
の
床
、約
二
〇
〇
㌧
は
一
五
〇
㍉
ず
つ
ジ
ャ

ッ
キ
ダ
ウ
ン
さ
れ
、
階
高
さ
三
・
五
㍍
の
降
下
に
約
一

時
間
一
五
分
を
掛
け
て
完
了
す
る
。
ま
た
「
ス
ラ
イ
デ

ィ
ン
グ
養
生
足
場
」
と
は
、
三
フ
ロ
ア
分
に
相
当
す
る

高
さ
約
一
四
㍍
、
幅
六
㍍
を
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、
全

二
八
ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
る
外
部
足
場
だ
。
こ
れ
を

建
物
の
周
囲
に
巻
き
つ
け
、
解
体
工
事
の
進
行
に
あ
わ

せ
て
、
降
下
さ
せ
て
い
く
。
垂
直
部
に
は
ト
ラ
ス
枠
を

設
け
、
外
部
側
建
地
を
突
っ
張
り
、
テ
レ
ス
コ
ブ
ラ
ケ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
キ
ャ
ン
テ
ィ
レ
バ
ー
の
梁
に
固
定
荷

重
及
び
積
載
荷
重
を
伝
達
す
る
。
そ
し
て
、テ
レ
ス
コ
ブ

今
回
の
現
場
発
見
は
、新
築
工
事
で
は
な
く
、

解
体
工
事
の
現
場
を
紹
介
す
る
。場
所
は
東
京
都
港
区
赤
坂
。

皇
居
と
六
本
木
を
つ
な
ぐ「
六
本
木
通
り
」に
面
し
た
敷
地
は
、

ホ
テ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ

都
内
随
一
の
オ
フ
ィ
ス
街
の
真
ん
中
で
あ
る
と
同
時
に
、

高
級
住
宅
地
で
も
あ
る
。

解
体
工
事
に
携
わ
る

大
成
建
設
株
式
会
社
・
森
山
多
加
浩
所
長
に
取
材
し
た
。

赤
坂
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
解
体
工
事

屋上床の小口と切断された既存梁が見える。

発  注  者：森トラスト株式会社
施  工  者：大成建設株式会社
工　　期：平成26年4月1日〜
　　　　　平成27年度3月31日
工事内容：赤坂ツインタワー解体

工事概要

解
体
工
事
の

現
場
に
み
た

も
の
づ
く
り
の
精
神
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ラ
ケ
ッ
ト
を
既
存
床
の
上
に
乗
せ
る
こ
と
で
自
立
す
る
。

こ
れ
ら
の
技
術
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
従
来
の
地
面
か

ら
立
ち
上
が
る
枠
組
み
外
部
足
場
に
比
べ
て
、
作
業
の

効
率
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
も
と
よ
り
、
周
囲
へ
の
威

圧
感
も
和
ら
い
で
い
る
。

　

石
綿
（
せ
き
め
ん
、
い
し
わ
た
）、
通
称
「
ア
ス
ベ
ス

ト
」
は
ビ
ル
の
耐
火
材
、
耐
熱
材
と
し
て
、
一
九
五
○

年
頃
か
ら
使
用
が
は
じ
ま
っ
た
建
材
だ
。
一
方
で
二
○

○
六
年
に
は
人
体
や
環
境
へ
の
有
害
性
が
問
題
に
な
り
、

使
用
が
禁
止
さ
れ
た
建
材
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
ビ
ル
の
解
体
や
改
修
工

事
の
際
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
な
い
よ
う
厳
重

な
配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
赤
坂
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー

も
、
こ
の
例
に
漏
れ
な
い
。「
全
体
工
期
の
約
半
分
を
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
に
費
や
し
ま
し
た
。
連
日
二
五
〇
人

ほ
ど
の
作
業
員
が
こ
の
作
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
」

と
森
山
所
長
。
オ
フ
ィ
ス
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
場
所

で
あ
る
が
、
敷
地
の
裏
側
に
は
住
宅
も
多
く
点
在
す
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
周
囲
に
飛
散
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
た
そ
う
だ
。

　

一
方
で
、
建
物
の
解
体
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。
解
体
の
進
む
フ
ロ
ア
で
は
、
常
時
六
台
の

4日間でワンフロアずつ、解体作
業は順調に進んでいます。災害

とは、高層ビルの解体には新築工事同
様に、特別な技術が必要で、それを実
行するための計画、現場がスムーズに
進むための段取りなどが重要です。そ
れは建設プロセスを逆戻し再生するよ
うな感覚でした。
　地図には残らない仕事ですが、新た
な街の姿をつくる。ものづくりに携わ
る上で大切な、はじめの一歩だと改め
て感じています。

救助犬の訓練も行われました。建設会
社に従事するものとして、若手社員を
含め、私たちは一様に、ものづくりが
好きです。一方で、ものづくりと真逆、
建っていた建物を無かったことにする
解体工事に、モチベーションを見出せ
るか、当初は危惧していました。しか
し、現場が始まってから気がついたこ

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

大成建設株式会社 東京支店
赤坂ツインタワー
解体工事作業所 作業所長

森山 多加浩
Takahiro Moriyama

バ
ッ
ク
ホ
ー
が
動
き
回
り
、
外
壁
Ｐ
Ｃ
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ

ー
ル
及
び
床
ス
ラ
ブ
の
解
体
、
そ
し
て
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン

を
載
せ
た
屋
上
床
の
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
と
い
っ
た
手
順

で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
場
を
見
せ
て
い
た
だ

く
と
、
想
像
以
上
に
外
壁
Ｐ
Ｃ
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の

厚
み
が
す
ご
か
っ
た
。
壁
厚
は
厚
い
と
こ
ろ
で
一
㍍
ほ

ど
あ
り
そ
う
で
、
聞
け
ば
一
枚
約
五
㌧
の
重
さ
が
あ
る

と
い
う
。
外
壁
Ｐ
Ｃ
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
解
体
作
業

は
二
台
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
進
め
ら
れ
る
。
一
台
は
外
壁

を
、
も
う
一
台
は
柱
梁
と
い
っ
た
骨
組
み
を
押
さ
え
、

な
る
べ
く
騒
音
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
切
断
し
て
い

く
。
最
初
に
骨
組
み
を
撤
去
し
、
そ
の
後
二
台
の
バ
ッ

ク
ホ
ー
で
外
壁
Ｐ
Ｃ
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
床
へ
寝
か

せ
る
よ
う
に
倒
し
て
い
き
、
中
央
部
に
引
き
込
み
、
小

割
に
し
て
搬
出
さ
れ
る
。

　

仕
事
に
お
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
を
尋
ね
た
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
現
場
は
も
の
を
「
つ
く
る
」
の
で
は

な
く
、「
こ
わ
す
」
現
場
だ
か
ら
。「
確
か
に
、
最
初
は

困
惑
し
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
こ
の
仕
事
を

続
け
て
い
る
の
に
、
壊
し
て
、
無
か
っ
た
こ
と
に
す
る

の
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
、
高
層
ビ
ル
を
安
全
に
解
体

す
る
た
め
の
技
術
は
、
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
技
術
を
安
全
に
運
用
す
る
に
は
、
計
画
の
立
案
、

工
程
の
管
理
が
必
至
で
す
。
時
計
の
針
が
逆
回
転
し
て

い
る
だ
け
で
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
新
築
工
事
と
変
わ

ら
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
」
と
森
山
所
長
。
若

手
社
員
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
も
尋
ね
る
と
、
経
験

の
な
い
こ
と
に
は
貪
欲
で
な
に
か
を
吸
収
し
よ
う
と
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
所
長
は
現
場
を
管
理
す
る

だ
け
で
な
く
、
若
手
を
育
て
る
こ
と
も
仕
事
で
あ
る
、

と
森
山
所
長
は
力
説
す
る
。

　

そ
れ
で
も
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
欲
求
を
抑
え
ら

れ
な
い
の
か
、
休
日
は
自
宅
の
書
斎
で
、
第
二
次
世
界

大
戦
時
に
ド
イ
ツ
で
製
造
さ
れ
た
「
重
戦
車
・
タ
イ
ガ

ー
」
の
模
型
製
作
に
夢
中
と
か
。
二
四
分
の
一
ス
ケ
ー

ル
と
い
う
か
ら
、
な
か
な
か
の
迫
力
に
違
い
な
い
。
夢

は
定
年
ま
で
現
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
た

と
き
に
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
を
地
で
い
く
と
は
こ

の
こ
と
だ
ろ
う
な
、
と
感
じ
た
。

既存屋上の上、ジャッキシステムの操縦室の様子。

上／昇降ジブクレーンシステムにおけるジャッキ柱。各柱に1人ずつ作業員
がつき、水平を確認しながら、慎重にジャッキダウンが行われている。
下／解体が進む下階の様子。φ100㎜の仮設柱が1m四方に並べられている。

現場全景。既存の躯体に巻きつけられた足場は、
解体とともに下がっていく。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
含
む
解
体
作
業

解
体
工
事
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と


